
262010.4

◆研修期間

　平成22年6月から平成23年1月までの間

で、年間6回程度の開講を予定しています。

◆内　容

　テーマ毎に県内各地に赴き、地域の実態に

触れ、テーマに沿ったエキスパートの指導

を受けます。地域の現状を学ぶと同時に、現

場に即した問題解決能力の向上を目指して、

ワークショップなどの実践的な研修を実施

します。さらに、研究を通じて県内各地の実

践活動家との交流を図り、研修終了後の活動

にも活かせるネットワークをつくります。

◆対象事業

　まちづくりに関する学習会・シンポジウ

ム・ワークショップ等、地域を活性化するた

めのイベント開催、広報紙の発行、チラシ・

リーフレット等の印刷、掲示板の設置、その

他の具体的な活動。

◆受講料

　受講料は無料ですが、研修会場までの旅費

は自己負担となります。

◆募集人員及び応募資格

○20名程度

○�県内の地域づくり活動者、各種団体関係

者、行政職員、学生、その他まちづくりに

関心のある人。

◆応募方法と締切

○�直接または市町・関係者を通じて当セン

ターまでお申し込み下さい。

○5月21日（金）

◆応募資格

　左記の対象事業を実施しているまちづく

りグループで、10人以上の構成員がいるこ

と、政治・宗教・営利を目的とする団体でな

いこと、などが条件となります。

◆応募方法等

　詳細は直接お問い合わせ下さい。実施要

領・申込用紙などを送付いたします。

平成22年度
「地域づくり人養成講座」受講生募集
㈶えひめ地域政策研究センターでは、地域づくりの活動者や行政職員等の中から地域づくり活
動のリーダーを育成するお手伝いをし、愛媛のふるさとづくりのさらなる活性化を目指します。

㈶えひめ地域政策研究センターでは、まちづくり活動の活発化、地域の活性化を促進するため
に、県内で地域づくりのためのワークショップやイベントの開催、広報資料の作成などの活動を
行っているまちづくりグループに対して、活動費の一部を助成する事業を行っております。

平成22年度
まちづくり活動アシスト事業について
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平成22年度
地域づくりコーディネーター派遣事業
㈶えひめ地域政策研究センターでは、県内の地域づくり団体や市町が行う、自主的・
主体的な地域づくり活動を支援するため、地域づくり団体等の要請に基づき、地域づ
くりコーディネーターを派遣し、活動への助言・アドバイス等を行っております。

　【問い合わせ】
　㈶えひめ地域政策研究センター  　TEL（089）926-2200　FAX（089）926-2205

地域づくりコーディネーター派遣事業イメージ

地域づくりの広がり 地域づくりの活性化

市町・広域行政機講・地域づくり団体

えひめ地域政策研究センター（ECPR）

地域づくり活動の活性化
のために、講演会やシン
ポジウムをしたい。

地域づくり活動をしてい
て、こんな課題があるけ
ど、解決ヒントが欲しい。

自分たちの地域づくり活
動をPRして、全国に仲
間を作りたい。

地域づくり講演会におけ
るコーディネーター

事業1 事業2

地域づくりアドバイス

事業3

地域づくり情報発信

派 遣 派 遣

地域づくり
コーディネーター

地域づくり
コーディネーター

協議会機関紙・
インターネット
による情報発信

農山村再生「限界集落」問題を超えて
小田切徳美著　岩波書店　504円（税込）

農山村は、がんばっている!!
　農山村が直面する問題を多面的に整理したこの本は、集落の「限
界化」現象ばかりでなく、農山村集落から地方都市まで及んでい
る、様々な「空洞化」の広がりを据えている。
　また、困難な状況にもかかわらず、再生に向けて動き出した農山村
の事例を分析することにより、地方再生のポイントをまとめている。
　著者は、毎週のように、農山村を歩き、地域住民や行政担当者と
の対話を通じ、苦悩の声や実践の知恵やエネルギーを本書にまと
められた。農山村再生に「特効薬」があるわけではなく、コミュニ
ティの再生をはじめとする地域づくりには、「力まず、焦らず、諦
めず」と持続的に立ち向かう力こそ重要であると強調されている。

Information
センターからのお知らせ

Book Inform
ation


